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問題と目的

　従来の選択行動研究におい て，生活体の選択行動は
強化遅延 ， 強化率 ， お よひ強化量 とい っ た変数によ り

制御 され る こ とが示 されて い る。また，これらの変数
と選択行動 との 関係 につ い て ， 種 々 の 定量的 モ デル が

定式化 され て きた。また
， 茅野 ら （2009）は

， 強化遅
延や強化率と同様に ， 距離とい う変数がオペ ラン ト行
動に重要な効果を もた らすこ とを示 して い る。
　本研究で は，距離を制御変数 とする強化ス ケジ ュ

ー

ル で構成された並 立 連鎖ス ケ ジ ュ
ー

ル を設定 し，距離
設定値がハ トの 選択行動 に及ぼす効果を検討 した。

方法

羨饌体 ；実験歴 の ある 3羽の ハ ト （MP603 ，
　MP701

，

MP1013 ）を被験体 として使用した。
鑓 ：前面パ ネル に操作体 として タ ッ チパ ネル デ ィ ス

プ レ イを取 り付けたハ ト用オペ ラン ト箱を用い た。
手続き ：初環にVI30s， 終環に距離を制御変数 とする

強化 ス ケジ ュ
ー

ル を配置 した並立連鎖ス ケジ ュ
ー

ル

によ り実験を行 っ た 。 初環 におい て2つ の 白色キ
ー

が

提示 され，VI30sを完遂する とあらか じ め規定された

選択肢の終環に移行 した。終環にお い て，ハ トは4回
反応す る こ とが求め られた。 終環の 開始時に，ディ ス

プ レイ の 左右 中央，オ ペ ラ ン ト箱の床か ら38．5cm の

位置に 白色キー （以下 ， 第 1 キー）を提示 した 。
ハ ト

が第 1 キ
ー

を 1回っ っ く （第 1反応）と第 1 キ
ー

を消

灯 し，デ ィス プ レ イ の 左右中央下部に 白色 キー （以下，
第2キー）を提示 した。ハ トが第2キーを 1回つ つ く（第
2反応）と第2キーを消灯して 第 1キーを再び提示 した。
再度，ハ トが第 1 キーを 1回 つ つ くと第 1 キーを消灯
し， 第2キー

を提示 した 。 そ の 後 ，
ハ トが第2キー

をっ

つ くと，第2キーを消灯するとともに強化子を提示 し

た 。 強化子提示後に試行 間間隔 （intertribal　interval；

ITD を挿入 した。全 て の 試行にお い て 終環の時間間
隔が 30秒 となるように ， 1皿 の 長 さを調整 した。終環
に お け る連 続 す る反 応 問 の 距 離 （intemesponse
distance； IRD）をス ケジ ュ

ール 設定値 と した 。

一
方

の 選択肢にお ける距離設定値は20cm で あり，条件間
で変化 しなか っ た （無変化選択肢）。 も う

一方の 選択

肢に お ける距離設定値は ，10，15，20，30，40cm と

し，条件間で変化 させた （変化選択肢）。

結果と考察
　各被験体にお ける ， 選択比 と反応間距離の 比 との 関

係をF碆 1に示 した 。 縦軸の 選択比は ， 初環の VI30秒
にお ける無変化選択肢に対する反応数 （B2e）を，変
化選択肢における反応数 （BN）により除すこ とによ り
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算出した （B201BN ） 。 横軸の IRD 比 は，変化選択肢
にお けるIRD （IRDN ）を無変化選択肢に お け るIRD
　（IRD2。）で除す ことにより算出 した （】RDN 　f】RD20）。
MP604 に お い て は，　IRD に関わ らず，選択比 は ほぼ一

定であっ た。MP701 にお い ては，　IRD 比の ±曽加に伴い

選択比は減少 した 。 MP1013 におい て は，　 IRD比 の 増
加に伴い選択比は増加 した。したが っ て ，選択比 と反
応間距離の 比 との 関係につ い て は ，

一
貫した傾向は示

されなか っ た。こ の原因として，終環における距離ス

ケジュ
ー

ル の 問題 が挙げられ る。本研究では，各試行
で決ま っ た位置に反応キ

ー
を提示 し，そ の 位置に対す

る反応の みを有効 とし，それ以外の位置に対する反応
は消去 した、こ の ため，被験体は，行動における距離
で は な く， 位置のみを弁別して い た可能陸が考え られ

る。こ の ため，今後の 研究にお い て は，点 を考慮 して

手続きを修正 するこ とによ り，更なる検証 を行 っ て い

く必要があ る と考 えられ る。
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